
     令和 4年度 学校評価 自己評価 

学校法人唯心学園 

認定こども園竹渕幼稚園                         

１．園の教育目標 

 幼児の心身の調和な発達をはかり、健全で正しい社会的な態度の育成、豊か

な情操を養い道徳性の芽生えの適切な指導を行う。 

 ◎思いやりを育てる。 

 ◎健康な身体を作る。 

 ◎義務教育の基礎となる体力、学力を習得する。 

 ◎豊かな情操を養う。 

 

２. 本年度、重点的に取り込む目標・計画 

 ①特別な配慮を要する園児の増加につき、個別な指導計画の作成、関係機関 

  また、保護者との連携を密にする。 

 ②安全危機管理の見直しをはかり、危険に対して即座に対応できるように全 

  職員の意識を向上させる。 

 ③教職員と保護者の信頼関係を深め、協力しあって教育、保育ができる体制を

作る。 

 ④園だよりやホームページで本園の情報を公開し細かく発信する 

 ⑤キンダーカウンセリング事業を 保護者や地域の子育てに係る人にひろめ

て 子育てに悩みのある方の相談窓口となる。 

 ⑥地域の子育て支援施設として 未就園児におひさま広場（園庭解放）を活用

していただく。 

３．評価項目及び達成、取り組み状況 

 ①保育の計画性・・・指導計画は、毎年子供も実態に即した保育指導ができる

ように計画案を立てる。 

 ②保育の在り方、幼児への対応・・・教師は日々の子供の様子をしっかり観察

し、その時その時に応じた指導ができるように臨機応変に対応する。 

 ③教師としての資質、能力、良識、適正・・・幼児の発達の姿をとらえるため

の常に 教職員全員で幼児の様子を話合い、お互いをサポートしてひとり

で解決することなく 全職員の力をあわせて向上させている。 

 ④保護者の対応・・・保護者との懇談会を定期的に実施、保護者からの意見に



耳を傾け、改善すべき点があれば、改善するよう努力する。 

  ホームページのアルバムに行事ごとに園児の様子をのせ 保護者限定に見

ていただいている。 

 ⑤地域社会との関わり・・・竹渕地区施設連絡会に参加し、地域での様々な問

題点を共有して考慮する。 

 ⑥研修・研究・・・積極的に研修会に参加し、教員の資質向上を図ることが出

来た。八尾市幼保小合同研修会にて小学校と連携を密にした。 

 ⑦キンダーカウンセリング事業・・・保育者が子どもの特性についての話をし、

保育に取り組むことができた。 カウンセリング便も配布し、保護者のカウ

ンセリング利用者も増えている。 

  

４.今後取り組むべき課題 

◎子育て支援の充実した取り組み 

◎新型コロナウィルス感染症拡大防止に努める 

◎情報公開としてホームページの積極的な活用 

◎保育教諭の資質向上 

◎小学校との連携 

◎ITを利用することで職員の負担軽減 

５. 財務状況 

公認会計士による監査の結果、適正に処理されていると報告を受けている。 

 

６. 学校評価 

コロナウィルス感染症予防の為 様々な行事が制限されたうえでの実施と

なったが 教職員が協力しあったことで余裕を持った保育が出来るように

もなり子供たちに幼稚園での楽しい思い出を作ってもらえた。 園児や保護

者に喜んでいただいた。 

 

保育面では 今後一層、一人一人に目を向けて行き届いた保育ができるよう

に努力したい。 

 

 


